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PrFe4P12の磁場中電子状態研究の最近の進展
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PrFe4P12は大きな有効質量 (mc●～80m0､

を基にした､初めての重い電子系物質である｡

これまで､我々は､dHvA効果の測定から､

有効質量の大きな異方性を明らかにした｡メ

タ磁 性 異 常磁 場 HM 以 上 の高磁 場相 で は

<100>方向を中心とした狭い角度範囲でのみ

dHvA シグナルが観測され､<100>から磁場

方向を傾けることにより､有効質量は図 1の

ように増大 し､そのことにより､シグナルが

消えて行 くようにも見える｡これ らの異方性

は亀子比熱の異方性 と一致 してお り､く111>

方向での有効質量は<100>方向の約 5倍以上

もの値を持つと考えられる｡

図 2に 14Tでの磁気抵抗 の温度依存性

ド(T)と､内挿図にその低温領域の T2プロッ

トを示す｡磁場方 向が<100>とく110>で は

p(T)∝AT2に従い､係数 A の値は電子比熱同

様大きな異方性 を示す｡一方､磁場方向が

<111>では明 らかにp(¶ ∝AT2に従がわず､

比較的広い温度範囲 (0.3-2K)で AT℃･5に

従う｡また､この磁場方向では C｡l/Tの温度

依存性 (図 3) も測定温度範囲 (T>0.2K)

で一定値 に飽和せず､llogT で増大する､

いわゆる非フェルミ液体の振る舞いが観測さ

れた｡

γ-1J/K2mol)が確認 された､Pr
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